
 

コミュニケーションの大切さ 

 

七十二候の暦の上では、「草木萌動（そうもくめばえいずる）」を迎えました。春めいた日差しに誘われ、

地面や木々の枝から、萌黄色の命が芽吹き始めてきました。春が少しずつ近づいてきていることを感じら

れるようになってきました。 

 

大和小学校約８００人の子どもたちは、日々友だちと関わり合って生活しています。自

分の気持ちが、うまく伝わるときもあれば、伝わらずにトラブルになることもあります。その

方法としては、言語（バーバル）コミュニケーション・非言語（ノンバーバル）コミュニケー

ションという二つを用いています。 

バーバルコミュニケーションとは、会話そのものの内容・言葉のことです。ノンバーバルコミュニケーショ

ンは、それ以外の表情・体の動き（ジェスチャー）・視線・声の調子・外見・匂いなどのことをいいます。 

お互いに伝えあうときに、それぞれがどれくらい重要なのか、心理学者のアルバート・メラビアンにより

ますと、バーバルコミュニケーションが７％・ノンバーバルコミュニケーションが９３％だそうです

（メラビアンの法則）。内容だけでは、伝えたいことのわずか７％しか伝わらないそうです。文字

だけで伝えるＳＮＳなどでトラブルが多いのは、このことが原因の一つかもしれま

せん。そのために、絵文字や記号を使って、行間の気持ちを伝える努力をしている

と思われます。一方で、確実に伝えたいことは、必ずと言っていいほど、直接会って話す方法

がとられます。歴史を振り返ってみても、そのような場面の記録写真や文献などがたくさん残

されています。 

子どもたちは、これからもたくさんの人に出会います。良好なコミュニケーションをとるため

に、内容を正確（５Ｗ１Ｈ）に伝えるとともに、ノンバーバルコミュニケーションの力を伸ばして

いってほしいと思います。 

学校長 

                              【昔のデータをみつけました】 

18年前の平成 18年に、私が大和小学校 6年 1組を担任し

ていた時の時間割です。外国語や昼学習がありませんでした。 

6時間目まである日は週に 2回。たった 1時間の違いですが、

ずいぶんと余裕があるように見えます。１コマの重さを感じます。 

ちなみに今年は第１２１回、１８年前は第１０３回の卒業生です。

すごく昔のように聞こえますね。                        教頭 
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